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お店やさんごっこ ～１年生 国語科・算数科～ １年生は、国語科で「も

のの名前」には、まとまりの名前と一つ一つの名前があること

を学びました。例えば「魚」はまとまりの名前、「タイ・ブリ・

サケ」等は一つ一つの名前です。また、算数科でお金の勉強を

しました。これらの学習を活かして、１月１２日（木）休み時間

を利用して、「お店やさん（魚屋）」を開きました。お客さんは、

他学年児童生徒や教職員です。お店は大盛況で、色々な種類の魚を売って、おつりの計算もしっかりできていました。 

 

国際理解教育 １月１３日（金）５、６校時、アゼルバイジャン共和国からの留

学生をお招きし、国際理解教育を実施しました。お互いに

自己紹介をしたあと、講師の方からアゼルバイジャンの国

土や文化・生活等を、映像やクイズを通してわかりやすく

説明していただきました。そのあと、教職員も入り、みん

なでアゼルバイジャンの遊びや踊りを楽しみました。児童

生徒は、この体験を通して世界とのつながりを身近に感じたり、本校の研究テーマでもある「コミュニケーション力」の

向上につなげたりすることが出来ました。 

 

雪遊び １月２５日（水）１０年に１度と言われる寒波の影響で、宕陰地域では２０

～３０センチの積雪がありました。子どもたちは大喜びで、休み時

間に雪合戦やそり遊び、雪だるま作り等、大雪を大いに楽しみまし

た。地域の皆様には、早朝より児童生徒の通学路や教職員の通勤

路、学校駐車場等の雪かきをしていただき大変お世話になりまし

た。ありがとうございました。 

 

 

＜卒業証書における「割り印」の取扱いについて＞ 
卒業証書の割り印（証書の上の印）について、京都市教育委員会の方針に基づき、本年度から省略いたします。割り

印は、卒業証書と卒業証書台帳（卒業生の一覧が記録される帳簿）の関連を証明するため、２つの紙面にまたがらせて

押す印鑑です。 

押印に法令等の定めはなく、卒業証書と卒業証書台帳の関連も番号や氏名等で関連を証明できるため、今後の台帳の

電子化等も見据え、本年度より、全市統一で割り印を省略することとなったものです。ご承知おきください。 



 

校長室より 

 先月の１月１７日に今年も神戸市で「阪神淡路大震災 

１．１７のつどい」が行われました。阪神淡路大震災の犠

牲者を追悼するとともに、震災で培われた「きずな・支え

あう心」「やさしさ・思いやり」の大切さを次世代へ語り継

いでいくために毎年開催されています。今年は震災発生か

ら丸２８年を迎えます。震災が起こった５時４６分、京都

にも大変大きな地震の揺れが伝わりました。あわててテレ

ビをつけると「地震が起こりました。京都市内の○○寺の

石の灯籠が崩れました。」というテロップが流れていまし

た。当時はすぐに正確な情報が伝わらない時代でした。そ

れから数時間たって、だんだんと正確な情報が伝わり、兵

庫県での悲惨な状況が伝わってきました。道路や鉄道も寸

断され、自衛隊の救助も入りにくい状態でした。おそらく

１ヶ月後ぐらいだったと記憶していますが、被災地に身内

がいる人を対象に、神戸行きの臨時バスに乗せてもらうこ

とができました。被災の様子は想像以上で、途中の西宮あ

たりの１戸建て住居が並ぶ地区では大半の家屋が潰れて

姿がなく、大きな建物も、真ん中の階が潰れて無くなって

いました。三宮に近づくとさらに被害が大きくなりました。

本来線路に乗っているはずの電車の車両が、隣接する小学

校らしき建物の屋根の上に乗っているのを見て、揺れの大

きさが我々の想像を遙かに超えていたことを改めて実感

しました。三宮でバスから降りましたが、駅前の百貨店や

ホテル等のビル群がほとんど倒壊していて、舞い上がる粉

塵が空を覆い、太陽の光すら届いていませんでした。一つ

の都市が消えてしまうことを目のあたりにし、心が痛むと

いうよりあまりにもの悲惨な状態に、頭が真っ白になって

しまいました。二次災害で炎の海と化した長田地区も、ま

だ完全な鎮火ができておらず広大な敷地のあちこちで炎

が燃え上がっていました。そして多くの命が奪われました。

生き残った人の多くも、家族の命を目の前で奪われ、避難

所や仮設住戸での生活を余儀なくされました。心の傷はい

つまでも消えません。しかし、多くの人々の力で、神戸は

復興をしていきます。失われた都市が不死鳥のごとく蘇る

姿に、人々の力強さを感じます。 

 震災後、多くの教訓から震災の対処法や防災のシステム

が見直されました。しかし何よりも、復興を支えた「きず

な・支えあう心」「やさしさ・思いやり」を次世代につなぐ

ことの大切さを、改めて強く感じます。 

 

 

 

学校教育目標 「一人一人が輝き、自ら未来を創造する人の育成」 

日 曜  ２ 月 行 事 予 定

1 水
①児童生徒朝会　③第3回キラキラタイム
１万歩運動の日　自由参観日

2 木 フッ化物洗口　ＩＣＴ支援員来校

3 金 部活動（1st）

4 土

5 日

6 月 学力定着テスト（1、3、5年）＜～１７日＞　　

7 火 児童生徒会本部会　ＳＣ来校

8 水 1万歩運動の日

9 木 フッ化物洗口　ＡＬＴ来校

10 金
発育測定　保健安全の日    部活動（1st）
漢字検定（放課後）　京阪神私立高校入試Ⅰ

11 土 建国記念の日  京阪神私立高校入試Ⅱ

12 日 京阪神私立高校入試Ⅲ

13 月 京阪神私立高校合格発表

14 火 児童生徒会本部会　ＳＣ来校　SV来校

15 水 1万歩運動の日

16 木
ＡＬＴ来校　フッ化物洗口　ＩＣＴ支援員来校
京都府内公立高校前期入試Ⅰ

17 金 部活動（1st）　京都府内公立高校前期入試Ⅱ

18 土 体育館ワックスがけ

19 日

20 月 テスト週間　給食感謝週間＜～２４日＞

21 火 児童生徒会本部会

22 水 1万歩運動の日　京都府内公立高校合格発表

23 木 天皇誕生日

24 金 にこにこの日（1st）　⑥委員会　部活動（1st）

25 土

26 日

27 月

28 火 ①児童生徒朝会　SC来校　児童生徒会本部会

　１日（水）～３日（金）学年末テスト（７・８年）
　９日（木）花背小中との合同学習（２ｎｄ）
１０日（金）９年生を送る会　巡回文庫　自由参観
１５日（水）卒業証書授与式（給食なし）
２０日（月）修了式（給食あり）
２２日（水）授業予備日
２２日（水）～４月５日（火）春季休業
３０日（木）離任式
４月６日（木）着任式・始業式

3月


